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実施概要 

日 時：平成 27 年 6 月 7 日(日) 10：00～12：00 

会 場：石巻市役所 本庁舎第 4 会議室 

内 容：公園基本計画案に関する説明、及びグループ討議 

参加者：35 名 

写真．会場の様子（開会時） 写真．会場の様子（グループ討議中） 
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（１）復興祈念公園基本計画(案)に関する説明 

     復興祈念公園基本計画（案）とりまとめの経緯や概要について、国土交通省東北地方整備局東北国営公園事務所よ

り説明。 

（２）グループ討議 

・4～5 名のグループ毎に、復興祈念公園基本計画（案）についての意見交換。 

・意見交換終了後に、グループごとに主なご意見を発表。 

・空間デザインワーキンググループの委員 2名が主なご意見に対してコメント。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施結果 

表．市民説明会で頂いたご意見の分類とご意見数 

写真．グループ討議の様子

写真．説明の様子 

項　目 市民説明会
公園の必要性について 0

基本理念について 1

基本方針　「犠牲者への追悼と鎮魂の場を構築する」 5

基本方針　「被災の実情と教訓を後世に伝承する」 13

基本方針　「復興の象徴の場としてメッセージを国内外に発信する」 1

基本方針　「多様な主体の参画・協働の場を構築する」 14

基本方針　「来訪者の安全を確保する」 2

空間構成　空間構成の考え方について 2

空間構成　主要動線と避難について 23

空間構成　空間配置方針について 25

空間構成　国・県・市の役割と機能区分 1

植栽計画について 10

管理・運営方針について 17

多様な利用方法・やりたいことについて 29

基本計画以外へのご意見 7

基本計画の具体的な修正の提案・指摘について 1

合　　計 151
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○グループ討議でいただいた主なご意見 
 
基本理念について 
・復興祈念を東日本大震災被災地の中核として位置づけた場に相応しい内容を盛り込む。 

 

基本方針「犠牲者への追悼と鎮魂の場を構築する」 
・ずっとこの公園にかかわっていくために、しっかりとした根拠を持ったシンボル的な追悼施設をきっちり作ってほしい。

たとえば県内の身元不明者のお遺骨を納めて、そこで追悼していくということが大切なのではないか。 

・復興祈念公園を東日本大震災の追悼式の拠点とし、国のイベントとして追悼を行うことを意識した公園にしてほしい。 

・公園の施設ができるまでの間、追悼と鎮魂のスペースを南浜に設置し、伝承・発信の活動を継続的に行っていきます。 

 
基本方針「被災の実情と教訓を後世に伝承する」 
・伝承活動を行いたいというご意見。（震災伝承教育や研修活動をやりたい・語り部として被災の体験・経験を伝えること

ができないか 等） 

 
基本方針 「復興の象徴の場としてメッセージを国内外に発信する」 
・日本国内だけでなく世界にも発信でき、みんなが参加できるような場所になればいい。 

 
基本方針 「多様な主体の参画・協働の場を構築する」 
・追悼行事を行いたい。 

・地元団体や地元中学生等とも協力し、追悼と鎮魂を形にする取組を行う。 

・公園づくりへの市民参画についてのご意見（段階的な市民参画をできるように． 等） 

実施結果 
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基本方針 「来訪者の安全を確保する」 
・来訪者が、高台や防潮堤があるから安心だと思わないようにしなければならない。 

 
空間構成 空間構成の考え方について 
・伝承につながるという意味から、街路網を残したい。 

・数世代先まで震災の伝承ができるよう、たくさんの人に来てもらい、言い伝えていくために遺構を現物として残すことも

必要だと思う。 

 
空間構成 主要動線と避難について 
・避難築山に対するご意見（西側にもあった方がよいのではないか・海側に近すぎる・サイン、誘導を行えるように・自然

な形がよい 等） 

・避難路に対するご意見（車での避難も考えられ、安全面を良く考えてほしい・増やした方がよい・サインを設置・バリア

フリーを考えるべき） 

・旧北上川との連携・連動を行う。公園内に対して、北上川と行き来しやすい様になるとよい。 

・駐車場に対するご意見（大規模な駐車場が必要・大小で、目的場所に近い場所に駐車場が欲しい・安全面を考慮し北側に

つくるべき 等） 

  

実施結果 
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空間構成 空間配置方針について 
・各地の津波到達高さに対応した、○○（地名）の丘をつくる。 

・街の記憶を残すサイン等の設置について（南浜の記憶をパネルや地番表示などで明示・公園や祈念碑に町内会等の名称を

入れて欲しい） 

・トイレや休憩スペースはどのようにするのか。 

・休憩スペースは、周辺の景色も考慮してほしい。 

・旧北上川との一体的な整備を行い、ロケーションを活かした食事ができる施設があるといい。 

・海との向き合い方を表現できる場にしたい。 

・接する新門脇地区が前進できる様な関係づくり。 

・駅から公園への主なルート沿いで、来訪者の意識が自然と鎮魂に向かうような工夫が必要。 

・湿地や池について（事故等の際の対応などは考えているのか・湿地を活かした緑豊かな空間が欲しい・水が循環するよう

計画してほしい 等） 

・湿地は東側に広げ、避難築山を善海田稲荷の付近に作り、単なる海が見える場所として設置する。 

 
国・県・市の役割と機能区分 
・整備費、維持管理費について、市等への負担はどのようになるのか。 

 
植栽計画について 
・植栽計画の基本的な考え方に関するご意見（追悼していくには、花を絶やさないようにしてほしい・地元の植生を活かし、

後世に遺る美しく意義あるものとしたい・植生や植栽を多く残してください 等） 

・具体の植物種に関する意見（クロマツが多いので、耐潮性を考慮しながら、他の植生も考えてみてはどうか 等） 

実施結果 
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多様な利用方法・やりたいことについて 
・日常利用についてのご意見（みんなが集える公園・お年寄りや子供達が集う場所・若い世代が集う場所・サイクリング等

に使っていきたい・気軽に散策、ランニング・花やトレイル、パークゴルフ場、あるいはドッグランなど遊べるところ・

サッカー場、ソフトボール場、テニスコート・公園でゆっくり休みたい、静かに過ごせる場もほしい・聖人堀に船を浮か

べ釣りをしたい。） 

・追悼と祈りが基本であるが、楽しむことが禁じられてはいけない。様々なコンセプトが混在した場とし、歓迎できる場に

なるようにしたい。 

・一次利用、イベントをやりたいというご意見（イベントステージ・大規模なイベント会場として活用・市民が楽しめるバ

ーベキューとかのイベント・子供達との自然体験学習、サバイバル学習など・音楽イベント、アートイベント・地元や石

巻の小中学校が一年に一回来るイベントや遠足の場・川沿いの空間と公園を活用したイベント・映画上映・湿地で生物体

験、湿地を活かしたイベント 等） 

実施結果 


